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 大学の図書館に期待される役割は何であろうか。 
おそらく大学図書館に期待された従来の役割とは、
研究を支援する機能であり、多くの資料を所蔵し利用
に供するといったスタイルが一つの役割であったろ
う。しかし、学生が図書館で学習することも当然のご
とく、大学図書館に求められてきた役割である。 
 かつて図書館で目的とする本を探そうと思えば、な
かなかの苦労であった。カード目録というものをめく
って、図書館の蔵書を検索したものである。現在は
OPAC が整備され、目的の資料を検索することは格段
に容易になった。図書館の環境は大きく変化している。
図書館という名で呼ばれていても、いわゆる紙の図書
だけではなく、e-journalや映像資料も大幅に増加し
ている。図書館が所蔵する資料も変わっているのであ
る。本学の図書館・情報メディアセンターもまた、こ
れまで幾度も大きな変化と発展を遂げてきた。図書館
の役割が変わってきても、その変化に対応することが
でき、利用者の利便性が高まるのは大変に望ましい。
図書館はこれからも発展し続けねばならない。 
 
 
 
 
 
 その一方で、悩みもある。大抵の大学図書館がそう
であるように、所蔵する資料の点数は増えていくのに 
建物内の保管スペースは有限で、将来に向けて十分な
用意があるとは言えなくなって来ている。単純に出版
年の古いものから廃棄して、スペースを作ればよいと
いうものではない。年代を経た貴重な資料もあれば、
昔のことを調べるのに必要な古い記録や資料もある。
同時に最新の資料も必要であるし、空間は有限であり、
悩むところである。巷間話題になった整理法で一気に
解決、とは行かない性質のものである。 
 さらに図書資料の購入でも悩みが生じている。既
存の建物内の空間が有限であるのと同様、予算も無
限ではなく有限である。これまで購入してきた逐次
刊行物をそのまま購入し続けるわけにも行かなくな
ってきたのだ。購入してきた雑誌資料を見直して、
不要な刊行物の購入を中止していけば予算内に収ま
る……などというのは至極当然である。問題は簡単
ではない。というのも、「不要」な資料を購入し続け
て来たわけがなく、どの資料も必要だから継続購入
して来た筈なのである。 
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そもそも必要な資料とは何を意味するのだろうか。誰
にとって、何のために、いつ必要なのか。学生にとっ
て、教員にとって、学習のために、研究のために等々、
色々なケースを想定し始めるとどれも必要な資料ば
かりだと思われる。いま必要性が低くても、将来にお
いて誰かにとって不可欠かも知れない。神ならぬ人に
は、あらゆる場面を想定することはできない。学習研
究のために必要な資料は何でも揃っているというの
も、大学図書館の理想像の一つであろう。残念なこと
に、理想は現実ではない。 
 実際のところ、泣く泣く幾つかの雑誌資料の継続購
入を断念した。各学部・研究所の協力と同意を得て、
図書館・情報メディアセンター職員の調査のもと、購
入を中止する雑誌を抽出する作業をおこなった。多方
面の職員の方々の尽力もあった。そして、一部の雑誌
資料の継続購入を中止することで、予算内での図書資
料の調達が可能になった。将来に向けて必要になる新
たな書籍資料を購入し、どうしても必要な雑誌資料を
継続的に確保するためには避けて通れない方法であ
った。購入を中止した雑誌の書架に最新号が並ばない
日が訪れる。学術資料を保管・閲覧・提供する大学図
書館としては、まことに悲しいことである。閲覧複写
したい雑誌が購入中止になっていたという事態がや
がて生ずるかも知れない。しかし、どうかご理解を頂
きたい。 
 為替レートの変動により洋雑誌の購入価格が上昇
することなどが予想されており、これからも資料購入
は苦境が予想される。しかも幾つかの学部が断腸の思
いで購入中止の雑誌を既に抽出したことで、削れそう
なところは削ったことになる。今後さらに雑誌資料を
削ることは相当に困難と思われる。図書館の機能を高
いレヴェルで維持するのは、誠に難しい。 
 
 図書館というものの役割は何かと問えば、本を借り
るところ読むところという答えが返ってくるだろう。
とはいえ、現在の大学図書館は本を読み、借りる場所
に留まらず、仲間と一緒に学習する場所にもなってい
る。以前からグループ読書室はもちろん存在したが、
近時はラーニングコモンズの設置によって、大学図書
館の役割は静かに本を探して読む場所に留まらず、議
論しながら、つまり声を出して学習する場を提供して
いる。一人で静かに開いた本のページに目を走らせる
といったイメージは、もちろん今の大学図書館にも受
け継がれている。だが現在の図書館では、PC やホワ
イトボードを用いてアクティヴに討論するイメージ
も定着しつつある。 
 本学の図書館・情報メディアセンターも蔵書の保
管・閲覧のみならず、各種メディア資料の提供および
メディア環境の整備、そしてラーニングコモンズの整
備等を通して大学図書館に期待される新しい役割を
果たしている。ニューメディアの重要性も一層高まっ
ており、図書館・情報メディアセンターは様々なニー
ズに対応して資料を整備している。そして、本学図書
館の利用についてみると入館者数が増加しており、図
書館の新しい機能に学生が馴染んできており、利用も
盛んになっていると言えよう。大学図書館の果たすべ
き役割が増えている。その期待に本学の図書館・情報
メディアセンターはこたえようと日々、努力をしてい
る。発展し続ける努力を重ねている。本学関係者、そ
して図書館・情報メディアセンターの利用者のご理解
と協力を請い願う次第である。 
 
(たきい いさむ＝法学部) 
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（第１情報サービス課田村） 
ラーニングサポーター実施中 
平成２７年度より「ラーニングサポーター」と名称を変えた現役大学院
生による学修支援を平成２８年度も継続し、５名の大学院生に１週間に
７コマの時間帯を担当いただいています。 
本年度は、利用者が気軽に相談できる環境づくりを目指し、駐在場所を
中央図書館１階総合カウンターの近くへ移動した他、サポーターからの
「学生へのメッセージ」を掲示しています。 
学部生皆さんがまさに今取り組んでいるようなレポートや論文作成を幾
度となく経験し修めて大学院へ進学した先輩に、直接アドバイスを受け
ることの出来る機会です。 
是非、相談にお立ち寄り下さい。 
 
ラーニング 
サポーター 
レポート・論文作成のノウハウの習得や 
その為の図書館活用法等、あなたの 
学修の向上を現役大学院生が 
サポートします。 
 
 課題が出たら 
相談してみよう！ 
駐在中は 
いつでもＯＫ！ 
（予約不要） 
レポート・論文の書き方 
専門教科に関すること 
何でもどうぞ！ 
専攻 経営学研究科
得意分野 簿記論　財務諸表論　租税論
コメント
学部生の頃から会計の勉強をしています。
テスト前等、試験直前でも簿記等会計の分からない事
ありましたら、お気軽にご相談ください。
又、勉強以外の事でもお声掛け下さったら、嬉しいです。
専攻 総合知的財産法学
得意分野 知的財産法
コメント
学部時代は現代ビジネス法学科で主に知的財産法に
ついて学んでおりました。現在も一貫して知的財産法に
ついて研究しております。
知的財産法についてのみならず、授業や課題、卒業論
文に関わる資料の探し方など、何でも相談して下さい。
お待ちしております。
専攻 応用システム工学
得意分野 生命・健康・医療情報学、脳計測学・生体医工学
コメント
理工学部健康医工学系で健康・医療・工学の基礎を
学び、診療情報管理士の資格を取得、工学研究科修士
課程を修了、現在博士課程にて、身体・脳機能の計測と
評価を中心に研究しています。専門分野の他、
Word／Excel/PowerPointの使い方、レジュメ、
レポート作成、卒業論文、文献調査、学会発表や論文
執筆についての相談も喜んでお受けします。
まずはお気軽にお声かけくださいね。
専攻 人文科学
得意分野 文学作品に関する事やレポートのまとめ方等
コメント
まず一度、お気軽にお声おかけください！
レポートや卒論といった聞き辛い悩みも、年が近く経験
のある私達にでしたら気後れする事なく、相談がしやす
いと思います。
専攻 総合知的財産法学
得意分野 知的財産法
コメント
元現代ビジネス法学科で、今は知的財産法を
学んでいます。
自分の経験を少しでも皆さんの学習に生かすことが
できればと思っています。お気軽にご相談ください。
月曜日
水曜日
水曜日
木曜日／
金曜日
金曜日
３／４
時限目
４時限目
５時限目
５時限目
４時限目
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佐々木 正行 氏 『人生一度(中小企業経営四十三年)』 
 
平成２７年１２月１５日（火）、本学工学部卒業生佐々木正行氏を講師にお迎え
した講演会を中央図書館グループスタディ室 Eにて開催しました。 
 
昭和４４年に国士舘大学工学部電気工学科を卒業された佐々木様は、同年４月に
板金業界に就職され、三年後の昭和４７年４月に株式会社佐々木工業の前身である
『東京工機株式会社』に入社、同年１０月社名を『有限会社佐々木工業所』に変更
し代表取締役に就任されました。昭和５１年に「株式会社佐々木工業」として上場
しその代表取締役になられました。平成２１年１２月からは代表取締役会長として
現在に至るまで株式会社佐々木工業を牽引しておいでです。 
 
 地元長野県佐久市の活性化にも広く貢献され、佐久市青年会議所や商工会議所・
中小企業青年部などの理事や部会長、及び、株式会社佐々木工業も所属する佐久市
工業団地事業協会組合理事など多くの重職を務めてこられました。現在は、上田信
用金庫中込原支店総代・長野県シートメタル工業会会長・佐久商工会議所製造部会
長及び常議員に就いておられます。 
 教育分野においても保育園や小学校・高等学校の保護者会・ＰＴＡ・同窓会等の会長を歴任され、国士舘大学
に於いても平成２２年から同窓会長野県支部の会長を担っておられます。 
 
 近年「地域中小企業」は世界的にも注目され高く評価を受けるようになっ
ています。小説やドラマ・情報番組でもその“裏側”や“技術者”がとりあ
げられ、多くの関心がよせられています。まさにその「地方中小企業」経営
者の方が講壇に立たれるとのことで、学生のみならず、多くの公開利用者・
教職員の参加がありました。 
 大学卒業後、営業として全国に足を運び“現場”と“取引”の経験を積ま
れた佐々木様は、大変に人を惹きつける話術をお持ちで、参加者は時に大き
く頷き時に破顔し、講演に聞き入っていました。「会社を経営することは人
を育てること」として技術者の育成にも力を入れられ、株式会社佐々木工業
は工業板金一級技術技能検定に多数の合格者が出ています。また、徹底した品質管理と低コストの生産システム
によりＩＯＳ９００１を取得し、特殊な機器から学校の卒業記念品などの身近な品までどのようなオーダーにも
対応している、と、実際の製品を紹介してくださいました。 
 
 朗らかなお人柄とエネルギッシュな講演に、参加者からのアンケート回答には 
  ・大きな熱意が感じられた 
  ・社員育成に意を用いて、製品（良品）が生まれることが良く理解できた。何事にも通じると思う。 
  ・現在の仕事をしっかり行いながら、先を見据えた政策をおこなっていることが素晴らしいと思った。 
  ・話の組み立て方や話し方、歴史観、人生観を聞くことが出来、組織論・教育論についても聞けてよかった。 
などたくさんの好評が寄せられる講演会でした。 
 
 
お持ちいただいた製品の幾つか。 
 
花瓶 
ネームプレート 
校章 
 
 講演の様子を収録したＤＶＤを、中央図書館で視聴できます。 
ご希望の方は中央図書館総合カウンターへお申し出ください。 
（第１情報サービス課 田村） 
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図書館恒例の選書ツアーを実施しました 
 
 
 
平成２７年１１月２８日（土）、紀伊國屋書店新宿本店で実施しました。 
１０名の学生バイヤーにより選出された１２７冊の図書を、中央図書館に収蔵しました。 
選書後のアンケートでは 
「金額を気にせず自由に本を選んでいると自分の興味の対象がよりはっきりしました。」 
「また参加したい。」 
という回答が寄せられました。 
 
 このツアーで選出された図書は、平成２８年１月下旬から７月中旬まで選書ツアー書架での展示後、一般書架
に配架となっています。 
 
 
 
 
 
 平成２８年６月１１日（土）、紀伊國屋書店新宿本店で実施しました。 
１２名の学生バイヤーにより選出された１６６冊の図書を、中央図書館・鶴川図書館に収蔵しました。 
選書後のアンケートでは 
「予算が意外と高かったな、と思いました。」 
「本をえらぶ大変さや忙しさを初めて経験することができて、とても良い時間をすごせました。」 
という回答が寄せられました。 
 
 このツアーで選出された図書は、平成２９年１月中旬まで選書ツアー書架で展示しています。 
（１月下旬からは、「第１９回選書ツアー」で選出された図書が並びます） 
 
（第１情報サービス課 田村） 
  
 第１７回 
 第１８回 
p.5 
 
松陰『Show-in』 No.32 
 
多摩図書館に「ラーニングコモンズ」スペース誕生！ 
 
笹岡文雄 
 
 本年秋期、鶴川図書館に続いて多摩図書館に「ラーニングコモンズ」スペースがオー
ブンしました。増築された建物部分全てを使い、従来型の図書館とは違うコンセプトに
沿った施設です。 
 鶴川図書館と同じくフリーとプレゼンテーションにエリア分けして、個別、グループ
学習を共にできるようなフロア構成となっています。 
 さらに壁全面ホワイトボードに投影した画面に書き込みもできるプロジェクターな
ど、学内にない設備をそろえました。 
しかしまだまだ本来言うところの「ラーニングコモンズ」としての機能に欠けていると
ころが多くあります。図書館ではこれに終わらず今後ハード、ソフト面共、より一層充
実させたいと考えています。 
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｢松陰｣３２号いかがでしたか。スピ
ーディな発行を目指していますが、
これがなかなか…なのです。これか
らも楽しみにしていただけるよう
な｢松陰｣にするためがんばります。
図書館は皆様の学修を支援するた
めにいろいろ考えて待っています。 
（待ってま～～～す）（Ｙ） 
 
２０１７年２月、中央図書館
３階グループスタディ室Ｃ・Ｄの椅
子をリニューアルします。使い方は
いろいろ、グループ学修にも便利な
ものになります。すわり心地も改善
されますので、ぜひご利用ください。 
２０１７年２月１３日（月）か
ら２月２３日（木）まで蔵書点検のた
め休館します。利用者の皆様に気持
ちよく利用していただくための作業
です。ご迷惑をおかけしますがご協
力よろしくお願いいたします。 
